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７月28日、本市を襲った豪雨災害

７月豪雨災害対策関係補正予算 総額　約４億5,000万円※
※災害対応部分のみ抜粋した金額となります

　９月定例会において、災害復旧・被災者支援等に係る補正予算３件（承認
第８号、議第54号、議第64号）を審議し、全会一致で承認および可決しまし
た。主な内容は以下のとおりです。
　▶災害ごみ撤去　344万５千円
　▶被災住宅等への見舞金支給　100万円（６件）
　▶避難所用の毛布、非常食、衛生用品などを補充　341万２千円
　▶土砂崩れ等被害のあった農道・林道・農地の災害復旧工事等　4,592万１千円（45か所)
　▶農畜産物ブランド緊急応援事業　678万円
　▶農業用ハウス等の再建や農業用機械の修繕、再取得への補助　620万４千円
　▶農地の病害防除のための農薬や樹勢等回復のための肥料購入補助　267万２千円
　▶鴬沢川、湯沢川の復旧工事並びに市道陣ケ峯線等の復旧工事　9,900万円
　▶グリバーさがえに流入した土砂撤去、崩落した公園内の復旧工事等　１億７千万円 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

　７月27日から28日にかけ県内の広い範囲で降り続いた
雨は、最上川の記録的な水位上昇を引き起こし、県内各
地に大きな爪痕を残しました。7月28日には、市内でも大
雨洪水警報と土砂災害警戒情報が発令され、各所に浸水、
土砂崩れ等大きな被害をもたらしました。
　市議会では、８月３日に被害の大きかった陣ケ峯地区
や中郷地区など市内５カ所の現地調査、そして当日の避
難所の運営について市当局の聞き取り調査を行い、被害
の規模や当日の避難の様子を確認しました。
　９月定例会においては、一般質問等で災害時の対応や
今後の改善点などについて執行部と議論を交わすととも
に、災害対応等の補正予算（総額約４億5,000万円）を承
認・可決しました。
　被災された方々に心からお見舞い申し上げるとともに、
今後も、一刻も早い復旧・復興のために、尽力してまい
ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　寒河江市議会　

最上川の水位上昇（最上川寒河江緑地）

沼川排水機場の視察 土砂崩れ（陣ケ峯地区） 道路陥没（中郷地区）



令和２年第３回定例会　議案審議
会期　９月１日～９月24日（24日間）

この定例会の議案数　市長提出議案………………26件
　　　　　　　　　　議会提出議案………………２件
　　　　　　　　　　請願…………………………１件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　29件

このうち7つの項目についてピックアップ！

Pickup.01 【令和元年度決算】安くて便利な市民の足、市内循環バスをさらに活用

　
２
ル
ー
ト
各
１
日
４
便
の
市
内
循
環
バ
ス

の
運
行
を
タ
ク
シ
ー
会
社
２
社
へ
委
託
。

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
前
年
度
と
比
較
し
、
循
環
バ
ス
の
利

用
者
の
増
減
は
。  

答
弁　
一
昨
年
度
は
４
０
８
７
件
、
昨
年
度

は
４
２
９
４
件
で
、
２
０
７
件
ほ
ど
増
え
て

い
ま
す
。  

議
員　
利
用
者
数
が
増
え
て
い
る
分
、
市
民

か
ら
の
要
望
も
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
運
行
等
に
つ
い
て
の
要
望
は
来
て
お

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
車
両
に
つ
い
て
、
特

に
高
齢
者
の
方
や
お
身
体
の
悪
い
方
へ
の
配

慮
、
例
え
ば
ス
テ
ッ
プ
板
を
付
け
て
ほ
し
い

等
の
要
望
は
来
て
お
り
ま
す
。

認
第
１
号　
令
和
元
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
【
歳
出
第
２
款
中　
市
内
循
環
型
公
共

交
通
運
行
事
業　
決
算
額
・
１
２
５
２
万
５
６
５
７
円
】

　　　　　　　令和元年度決算を審議し、全10案件を認定。

　　＜一般会計＞
　　　歳入　232億6,559万2,192円
　　　歳出　228億3,914万4,332円
　　　　　＜特別会計・事業会計＞※主な決算額は以下のとおり
　　　　　　◆国民健康保険特別会計
　　　　　　　歳入　40億3,989万9,981円　　歳出　39億9,107万106円
　　　　　　◆寒河江市立病院事業会計
　　　　　　　収益的収入　19億1,904万2,594円　支出 19億1,178万7,049円
　　　　　　　資本的収入　１億3,379万4,000円　支出 １億7,645万2,923円

※全ての提出議案名と採決結果は６・７ページに掲載しております。
　また、各会議の詳細については議事録の閲覧、インターネット中継をご覧下さい！
　https://www.city.sagae.yamagata.jp/shigikai/　寒河江市議会→議会中継・議事録

寒河江市議会　寒河
江
市
議
会
　
寒
河市

議
会
　
寒
河
江
市

江市議会　寒河江

ポイント
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Pickup.02 【令和元年度決算】子育てを支える「放課後児童クラブ」をよりよく

　
市
内
15
カ
所
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
を
支
援
し
、
放
課
後
に
お
け
る
児
童
の
健

全
育
成
に
努
め
た
。 

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
以
下
学
童
と

略
）
の
利
用
者
数
の
推
移
は
。

答
弁　
利
用
者
数
は
そ
の
年
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
市
街
地
、
特
に
中
部
小
学
区
の

学
童
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

議
員　
学
童
は
運
営
母
体
が
バ
ラ
バ
ラ
な
た

め
、
職
員
の
報
酬
や
処
遇
が
統
一
さ
れ
て
い

な
い
。
市
内
学
童
運
営
の
方
針
や
職
員
の
報

酬
等
を
市
が
管
理
・
指
導
で
き
な
い
か
。 

答
弁　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
そ
れ
ぞ
れ
の

成
り
立
ち
が
異
な
っ
て
お
り
、
賃
金
等
が
市

内
統
一
的
な
も
の
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

各
ク
ラ
ブ
の
実
情
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
市
内
の
ク
ラ
ブ
の
賃
金
等
が
同

じ
水
準
に
な
る
よ
う
に
、
各
ク
ラ
ブ
へ
指
導

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

認
第
１
号　
令
和
元
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
【
歳
出
第
３
款
中　
放
課
後
児
童
対
策

事
業　
決
算
額
・
１
億
７
０
３
９
万
２
１
８
６
円
】

Pickup.03 【令和元年度決算】子育て世代の住宅取得を応援し、定住人口増を

　
本
市
の
住
宅
建
築
促
進
に
よ
る
住
環
境
の

整
備
、
地
元
経
済
の
景
気
対
策
と
関
連
業
界

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
代
の

経
済
的
な
負
担
軽
減
と
市
内
へ
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
、
住
宅
の
新
築
改
築
、
修
繕
経

費
の
補
助
を
行
っ
た
。

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
こ
の
事
業
の
近
年
の
状
況
は
。

答
弁　
リ
フ
ォ
ー
ム
の
実
績
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
が
３
７
７
件
で
５
０
５
８
万
円
、

30
年
度
が
３
２
９
件
で
４
２
２
２
万
円
、
令

和
元
年
度
が
３
８
７
件
で
４
８
１
３
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
定
住
住
宅
建
築
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
が
１
０
９
件

で
７
０
５
０
万
円
、
30
年
度
が
１
３
０
件
で

８
６
１
０
万
円
、
令
和
元
年
度
は
１
０
２
件

で
６
５
８
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
し
て
は
横
ば
い
で
す
が
、

子
育
て
定
住
住
宅
建
築
事
業
補
助
金
に
関
し

て
は
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

認
第
１
号　
令
和
元
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
【
歳
出
第
８
款
中　
住
宅
建
築
推
進
事

業　
決
算
額
・
１
億
１
４
０
５
万
７
２
８
８
円
】

Pickup.04 【令和元年度決算】病院事業収益減収の要因 

　
病
院
事
業
収
益
は
前
年
度
対
比
５
０
９
７

万
２
千
円
（
２
・
６
％
）
減
少
。
入
院
、
外

来
の
合
計
患
者
数
も
８
万
７
６
１
０
人
か
ら

８
万
３
３
２
９
人
と
４
２
８
１
人
（
４
・
９

％
）
減
少
し
て
い
る
。 

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
事
業
収
益
約
５
千
万
円
減
の
要
因
は
。

答
弁　
県
の
地
域
医
療
構
想
に
伴
う
病
棟
の

２
病
棟
化
や
病
床
数
の
削
減
が
影
響
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
暖
冬
に
よ
る
整
形
外
科
患
者

数
の
激
減
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
２
月
以
降
、
入
院
を
控
え

る
患
者
が
い
た
こ
と
も
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

議
員　
個
人
医
療
未
収
金
が
約
３
５
０
０
万

円
あ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
１
５
９
万
円
増

加
し
て
い
る
が
、
回
収
の
見
通
し
は
。

答
弁　
総
額
約
３
５
０
０
万
円
の
う
ち
、
令

和
元
年
度
分
は
今
年
８
月
末
の
時
点
で
２
０

０
万
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
督
促
状
や

催
告
書
の
送
付
、
ま
た
連
帯
保
証
人
へ
返
済

を
求
め
る
手
紙
の
送
付
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

回
収
業
者
等
へ
の
委
託
等
も
検
討
し
、
未
収
金

の
対
応
に
は
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

認
第
９
号　
令
和
元
年
度
寒
河
江
市
立
病
院
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て 
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Pickup.05 新型コロナ感染拡大防止対策で子どもを守る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
対
策
並
び
に
児
童
関
係
施
設
職
員
へ
の
慰

労
金
支
給
が
主
な
も
の
。

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
放
課
後
児
童
対
策
事
業
は
ど
の
よ
う

な
対
策
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
す
る
の
か
。

答
弁　
マ
ス
ク
・
手
指
消
毒
用
の
消
毒
液
等

の
衛
生
管
理
用
品
、
ま
た
、
施
設
内
で
使
用

す
る
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ク
リ
ル
板
、
児

童
が
使
用
す
る
折
り
畳
み
テ
ー
ブ
ル
な
ど
、

密
を
避
け
る
た
め
の
備
品
の
購
入
等
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

職
員
慰
労
金
給
付
事
業
は
、
ど
う
い
っ
た
方

が
対
象
で
ど
れ
く
ら
い
の
金
額
な
の
か
。

答
弁　
児
童
福
祉
施
設
関
係
の
施
設
等
で
感

染
の
リ
ス
ク
を
伴
い
な
が
ら
継
続
し
て
保
育

等
を
行
っ
て
い
る
施
設
等
の
職
員
に
１
人
あ

た
り
５
万
円
給
付
す
る
も
の
で
す
。
対
象
は

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
間
に
延
べ

10
日
以
上
勤
務
を
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

議
第
54
号　
令
和
２
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

【
歳
出
第
３
款
２
項　
児
童
福
祉
費
部
分　
７
８
３
９
万
５
千
円
】

Pickup.06 新型コロナと豪雨被害にあったブドウ生産者を緊急支援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
お
よ
び
７

月
中
の
大
雨
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
、

ぶ
ど
う
生
産
者
を
支
援
す
る
た
め
、
農
畜
産

物
ブ
ラ
ン
ド
緊
急
応
援
事
業
を
行
う
。  

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
農
畜
産
物
ブ
ラ
ン
ド
緊
急
応
援
事
業

は
、
７
月
の
大
雨
の
影
響
等
を
大
き
く
受
け

て
い
る
ブ
ド
ウ
生
産
者
へ
の
支
援
と
の
こ
と

だ
が
、
対
象
と
な
る
生
産
者
の
数
は
。

答
弁　
今
回
対
象
と
す
る
ブ
ド
ウ
は
２
種
類

あ
り
、
ひ
と
つ
は
、
生
食
用
と
し
て
出
せ
る

が
、
７
月
末
の
豪
雨
に
よ
っ
て
割
れ
る
な
ど

し
て
加
工
に
回
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も

の
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
元
々
ワ
イ
ン
な
ど
の

加
工
用
の
た
め
に
作
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
前
者
の
よ
う
な
生
食
用
ブ
ド
ウ
の
生
産
者

が
ど
れ
だ
け
該
当
し
て
く
る
か
は
把
握
で
き

な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ウ
を
実
際
に
作
っ
て
い
る
方
は
約
30
名

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

議
第
54
号　

令
和
２
年
度
寒
河
江
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）
【
歳
出
第
６
款
中　
農
畜
産
物
ブ
ラ
ン
ド
緊
急

応
援
事
業
６
７
８
万
円
】 

Pickup.07 史跡慈恩寺旧境内総合交流施設の指定管理者決定

　
寒
河
江
市
史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
総
合
交
流

施
設
の
指
定
管
理
者
に
、
一
般
社
団
法
人　

寒
河
江
市
観
光
物
産
協
会
を
指
定
。 

こ
ん
な
質
疑
・
意
見
が
出
ま
し
た

議
員　
な
る
べ
く
地
元
に
貢
献
で
き
る
よ
う

な
管
理
運
営
を
お
願
い
し
た
い
が
、
観
光
物

産
協
会
は
ど
の
よ
う
な
方
策
を
と
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　
観
光
物
産
協
会
は
、
市
内
の
幅
広
い

業
種
か
ら
な
る
２
３
３
の
個
人
や
団
体
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
地
元
の
観
光
振
興

会
を
は
じ
め
と
し
た
12
の
個
人
や
団
体
が
会

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
専
門
業
務
に
つ
い
て

は
、
そ
う
し
た
地
元
の
会
員
や
地
域
の
業
者

に
依
頼
し
て
、
一
体
と
な
っ
て
管
理
運
営
を

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
物
産
協
会
の
得
意
分
野
で
あ
る
観
光
振

興
分
野
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
自
主
事
業
の

提
案
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の

方
々
と
協
力
し
な
が
ら
、
慈
恩
寺
一
体
と
な

っ
た
運
営
体
制
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

議
第
63
号　
寒
河
江
市
史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
総
合
交
流
施
設

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

5 市議会だより2020.11.5
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提出議案と採決結果

議案番号 議　　案　　名 採決結果

人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めることについて
　 令和２年12月31日をもって任期満了となる３人の後任について、引き続き渡邉一博
氏、佐藤美奈子氏、三瓶杉子氏を推薦するにあたり、市議会の意見を求めるもの。

同意
(全会一致 )

承認第７号
専決処分の承認を求めることについて（令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第９号））
　 市内小中学校における新型コロナウイルス感染症対策に係る経費1,616万円並びに子
育て定住住宅建築事業申込み増加に伴う補助金3,000万円を追加。

承認
(全会一致 )

承認第８号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第１０号））
　令和２年７月豪雨災害に係る緊急対応に要する経費１億4,161万８千円を追加。

承認
(全会一致 )

認第１号 令和元年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：232億6,559万2,192円、歳出：228億3,914万4,332円

認定
(全会一致 )

認第２号 令和元年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：16億9,725万5,701円、歳出：16億2,866万1,295円

認定
(全会一致 )

認第３号 令和元年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：１億9,099万8,717円、歳出：１億9,091万6,753円

認定
(全会一致 )

認第４号 令和元年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：40億3,989万9,981円、歳出：39億9,107万106円

認定
(賛否表参照)

認第５号 令和元年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：４億9,845万7,622円、歳出：４億8,890万6,122円

認定
(全会一致 )

認第６号 令和元年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：44億8,314万162円、歳出：44億3,047万9,097円

認定
(賛否表参照)

認第７号 令和元年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：2,765万479円、歳出：2,192万4,619円

認定
(全会一致 )

認第８号 令和元年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定について
　決算額／歳入：65万2,303円、歳出：40万4,762円

認定
(全会一致 )

認第９号
令和元年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について
　決算額／収益的収入：19億1,904万2,594円、支出：19億1,178万7,049円
　　　　　資本的収入：１億3,379万4,000円、支出：１億7,645万2,923円

認定
(全会一致 )

議第５２号
表彰について
　 寒河江市表彰条例に基づき、故 大場正弘氏（地方自治の進展に貢献）およびアイ
ジー工業株式会社（市の公益のため多額の金品等を寄贈）を表彰するもの。

可決
(全会一致 )

議第５３号
令和元年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
　決算額／収益的収入：11億2,125万2,713円、支出：９億8,672万7,594円
　　　　　資本的収入：１億3,309万5,856円、支出：６億4,920万7,178円

可決および認定
( 全会一致 )

議第５４号
令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第１１号）
　 新型コロナウイルスに係る緊急経済対策および令和２年７月豪雨災害に係る緊急対
応に要する経費等３億6,900万１千円、並びにふるさと納税の寄附増加に伴う、まち
づくり基金への積立金等10億円を追加。

可決
(全会一致 )

議第５５号
令和２年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号）
　 前年度決算等に伴う介護保険給付費準備基金積立金4,502万８千円および償還金
1,020万円を追加。

可決
(全会一致 )

Ｐ３・４参照

Ｐ４参照

Ｐ５参照

令和２年第３回定例会
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賛否表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています。）
議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

採
決
結
果

議員氏名 

 議案番号

柏
倉　
信
一

太
田　
陽
子

鈴
木
み
ゆ
き

安
孫
子
義
徳

月
光　
裕
晶

後
藤
健
一
郎

伊
藤　
正
彦

渡
邉　
賢
一

古
沢　
清
志

佐
藤　
耕
治

太
田　
芳
彦

沖
津　
一
博

國
井　
輝
明

荒
木　
春
吉

木
村
寿
太
郎

阿
部　
　
清

認第４号 ※ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認第６号 ※ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
○は賛成、×は反対、※議長は採決に加わらない。

議案番号 議　　案　　名 採決結果

議第５６号
令和２年度寒河江市立病院事業会計補正予算（第１号）
　 新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、国の新型コロナウイルス感染症
緊急包括支援交付金を活用し、感染症対応従事者慰労金等1,720万円を追加。

可決
(全会一致 )

議第５７号
寒河江市先端設備等導入促進基本計画に基づく固定資産税課税標準の特例措置に関す
る条例の一部改正について
　地方税法の一部改正に伴い、所要の改正をするもの。

可決
(全会一致 )

議第５８号
寒河江市中心市街地活性化センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について
　 寒河江市中心市街地活性化センター内403教養文化室のエアコン設置に伴い、季節加
算額を設定。

可決
(全会一致 )

議第５９号
史跡慈恩寺旧境内ガイダンス交流拠点施設展示制作請負契約の締結について
　 事後審査型条件付一般競争入札により、東京都内の業者と１億6,478万円で展示制作
請負契約締結。

可決
(全会一致 )

議第６０号 （仮称）陵南アパート整備等事業契約の締結について
　総合評価一般競争入札により、市内業者と５億3,350万円で事業契約締結。

可決
(全会一致 )

議第６１号 財産（小型除雪車）の取得について
　2,739万9,390円で小型除雪車１台を取得。

可決
(全会一致 )

議第６２号 財産（消防ポンプ自動車）の取得について
　2,771万2,030円で消防ポンプ自動車１台を取得。

可決
(全会一致 )

議第６３号
寒河江市史跡慈恩寺旧境内総合交流施設に係る指定管理者の指定について
　 寒河江市史跡慈恩寺旧境内総合交流施設の令和３年４月１日から令和６年３月31日
までの管理者として、一般社団法人 寒河江市観光物産協会を指定。

可決
(全会一致 )

議第６４号
令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第１２号）
　 県と連携して実施する新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策事業並びに令和２
年７月豪雨災害に係る緊急対応に要する経費等３億5,049万７千円を追加。

可決
(全会一致 )

議第６５号
財産（タブレット端末等）の取得について
　 国のGIGAスクール構想に基づき、寒河江市小中学校のICT活用による学習環境の
さらなる整備を図るため、２億6,221万7,450円でタブレット端末3,393台等を取得。

可決
(全会一致 )

請願第２号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、2021年度政
府予算に係る意見書採択要請の請願

採択
(全会一致 )

議会案第３号
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確
保を求める意見書の提出について
　令和２年９月25日、国会および関係行政庁へ提出。詳細はＰ８参照。

可決
(全会一致 )

議会案第４号
教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書の提出について［請
願第２号関連］
　令和２年９月25日、国会および関係行政庁へ提出。詳細はＰ８参照。

可決
(全会一致 )

令和２年第３回定例会

Ｐ５参照
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議会案第３号および第４号を可決し、下記２件の意見書を国会および関係行政庁へ提出しました。
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書（抜粋）

　新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面している。地域経済にも大
きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付税など一般財源の激減が避けがたくなっ
ている。
　地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要への対応はじめ、長期
化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これまでにない厳しい状況に陥ることが予想さ
れる。
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、
強く要望する。

１ 　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保すること。その際、臨時財政
対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。

２ 　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう総額を確保す
ること。

３ 　令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収補填措置を講じるとと
もに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

４ 　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制につい
ては、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を厳格に判断すること。

５ 　とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する見直しは、土地・家屋・
償却資産を問わず、断じて行わないこと。先の緊急経済対策として講じた特例措置は、臨時・異例の措置として、
やむを得ないものであったが、本来国庫補助金などにより対応すべきものである。よって、今回限りの措置とし、
期限の到来をもって確実に終了すること。

令和２年９月 25 日
山形県寒河江市議会議長　柏倉　信一
提出先／ 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、経済再生

担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書（抜粋）
　新型コロナウィルス感染症対策として３月には全国で一斉臨時休業が行われました。また、４月以降も、再開す
る学校、休業が延長された学校、再休業に入る学校などがあり、学校現場では学びの保障や心のケア、感染症対策
などで人員不足が懸念されます。
　また、学校現場では、新学習指導要領への対応だけでなく、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積し
ており、子どもたちのゆたかな学びを実現するための教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状
況になっています。ゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加配措置ではなく抜本的な定数改善計
画に基づく教職員定数改善が不可欠です。
　義務教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げら
れました。厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もありますが、自治体間の教育格
差が生じることは大きな問題です。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住
んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障するための条件
整備は不可欠です。
　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育行政を
進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

１　計画的な教職員定数改善を推進すること。
２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の１に復元すること。

令和２年９月 25 日
山形県寒河江市議会議長　柏倉　信一
提出先／衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣

意　見　書　提　出

　
８
月

３
日　

 

令
和
２
年
７
月
豪
雨
被
害
状
況
視
察
、
寒

河
江
市
議
会
改
革
・
活
性
化
検
討
委
員
会

18
日　
尾
花
沢
市
議
会
視
察
団
来
寒

19
日　
新
庄
市
議
会
視
察
団
来
寒

20
日　

 

西
村
山
地
方
開
発
重
要
事
業
要
望
書
提
出

21
日　

 

議
員
懇
談
会
、
議
会
運
営
委
員
会
協
議
会

27
日　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　

 

県
市
議
会
議
長
会
・
県
町
村
議
会
議
長
会

役
員
と
知
事
と
の
意
見
交
換
会

　
９
月

１
日　

 

第
３
回
定
例
会（
〜
24
日
）、
議
会
運
営
委

員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
協
議
会
、
さ
が

え
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

９
日　

 

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
推
進
寒
河

江
市
議
会
議
員
連
盟
役
員
会

10
日　
議
会
運
営
委
員
会
協
議
会

11
日　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会

12
日　

 

県
市
議
会
議
長
会
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

15
日　

 

議
員
懇
談
会
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

30
日　

 

さ
が
え
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
、
寒

河
江
市
議
会
改
革
・
活
性
化
検
討
委
員
会

　
10
月

７
日　
さ
が
え
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

16
日　

 

西
村
山
地
方
総
合
開
発
推
進
委
員
会
重
要

事
業
に
係
る
県
知
事
と
の
懇
談
会

19
日　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
意
見
交
換
会

21
日　

 

議
員
懇
談
会
、
市
議
会
・
市
町
会
長
連
合

会
意
見
交
換
会

22
日　
寒
河
江
市
議
会
改
革
・
活
性
化
検
討
委
員
会

23
日　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
意
見
交
換
会

26
日　
県
・
市
町
村
行
政
懇
談
会

27
日　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
意
見
交
換
会

29
日　
庄
内
町
議
会
視
察
団
来
寒

　
11
月

５
日　
西
村
山
地
方
議
長
協
議
会
議
員
研
修
会

８月３日

～

11月５日
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①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
脅
威

と
闘
い
な
が
ら
今
後
企
業
を
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
考
え
か
。

②
寒
河
江
市
が
積
極
的
に
情
報
を
発
信

し
、
多
く
の
市
民
の
協
力
を
得
て
経
済

の
活
性
化
に
向
け
た
行
動
・
活
動
へ
の

協
力
と
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。  

市
長　
①
事
業
所
に
お
け
る
感
染
予
防

の
た
め
に
必
要
な
物
資
の
購
入
を
補
助

す
る
制
度
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
消

費
喚
起
を
図
る
た
め
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
る
コ
ロ
ナ
対
策
宣
言

店
の
ご
利
用
や
、
今
後
販
売
す
る
プ
レ

ミ
ム
商
品
券
の
ご
購
入
等
で
、
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寒
河
江
川
の
濁
り
解
消
を

①
本
市
産
業
、
観
光
、
農
業
へ
影
響
は

出
な
い
の
か
。

②
寒
河
江
川
に
関
係
す
る
西
川
町
、
農

協
、
土
地
改
良
区
な
ど
関
係
団
体
と
連

①
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
費
の
全
体
と

分
野
別
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

②
対
策
事
業
費
の
主
な
財
源
は
財
政
調

整
基
金
だ
っ
た
。
ま
だ
収
束
し
て
い
な

い
中
、
今
後
の
財
政
計
画
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

市
長　
①
事
業
費
総
額
は
約
57
億
円
で

約
13
億
円
は
市
の
財
源
を
充
て
ま
し
た
。

分
野
ご
と
で
は
特
別
定
額
給
付
金
給
付

事
業
な
ど
の
総
務
が
約
41
億
円
、
福
祉

が
２
億
４
千
万
円
、
農
林
が
９
千
万
円
、

商
工
が
９
億
円
、
教
育
が
３
億
６
千
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
災
害
に
備
え
る
た
め
に
財
政
調
整
基

金
の
充
実
が
必
要
で
す
。
現
在
、
見
直

し
中
の
振
興
計
画
等
に
基
づ
き
新
た
な

財
政
計
画
を
策
定
し
、
財
政
調
整
基
金

も
含
め
、
中
期
的
な
財
政
見
通
し
を
立

て
て
ま
い
り
ま
す
。 

待
ち
望
む
グ
リ
バ
ー
さ
が
え
の
復
旧

①
大
雨
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
グ
リ
バ

ー
さ
が
え
の
復
旧
は
、
い
つ
頃
に
な
る

携
を
取
り
、
水
質
を
守
る
た
め
の
活
動

を
推
進
で
き
な
い
も
の
か
。

市
長　
①
濁
り
に
よ
る
影
響
を
最
も
受

け
た
産
業
は
漁
業
で
あ
り
、
県
外
か
ら

釣
り
に
来
ら
れ
る
方
が
減
少
し
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
部
は
市
内
で

宿
泊
や
観
光
を
さ
れ
る
た
め
、
観
光
業

に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
農
業
で
は
大
き
な
影
響

は
想
定
さ
れ
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

②
濁
り
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
関
係
機

関
に
連
絡
調
整
会
議
の
立
ち
上
げ
を
提

案
し
、
河
川
管
理
者
等
と
対
応
を
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
の
漁
業
に
向
け
環
境
整

備
の
た
め
の
調
整
を
進
め
る
考
え
で
す
。

の
か
。

②
河
川
敷
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
河
川

増
水
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
る
が
、

対
策
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。 

市
長　
①
国
の
災
害
査
定
を
受
け
る
た

め
、
被
害
状
況
把
握
の
測
量
作
業
お
よ

び
概
算
復
旧
費
と
復
旧
工
事
発
注
の
た

め
の
設
計
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
復
旧
費
用
は
算
定
中
で
す
が
、

国
の
災
害
査
定
が
９
月
下
旬
に
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。
早
期
に
再
開
で
き
る

よ
う
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
河
川
敷
地
に
堤
防
を
設
置
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
河

川
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
と
協
議

し
、
対
策
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
財
源
と
将
来
の
見
通
し
は 

寒
河
江
市
の
経
済
に
活
力
を

鈴
木
み
ゆ
き

　
　
　
議
員

國
井　
輝
明

　
　
　
議
員

グリバーさがえに流れ込む土砂や流木

清流寒河江川を取り戻せ
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①
豪
雨
災
害
等
に
対
応
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

②
ペ
ッ
ト
連
れ
の
避
難
者
専
用
の
部
屋

を
作
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
は
な
い

か
。

市
長　
①
地
震
や
風
水
害
等
が
起
き
る

前
の
避
難
所
運
営
体
制
の
検
討
が
必
要

で
あ
り
、
今
回
の
大
雨
へ
の
対
応
を
検

証
し
、
課
題
等
を
踏
ま
え
災
害
内
容
に

応
じ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
等
に
つ
い

て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
避
難
所
で
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
が
で

き
な
い
た
め
避
難
し
な
い
な
ど
新
た
な

課
題
も
懸
念
さ
れ
、
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
基
本
的
な
体
制

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
今

後
、
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
等
を
参

考
に
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
向
上

①
一
般
企
業
に
お
け
る
男
性
の
育
児
休

業
普
及
促
進
の
た
め
の
、
具
体
的
な
対

策
は
。

①
７
月
豪
雨
の
際
の
、
福
祉
避
難
所
の

利
用
状
況
と
要
配
慮
者
へ
の
避
難
の
取

り
組
み
の
経
緯
や
施
設
側
の
対
応
は
ど

う
だ
っ
た
か
。

②
今
後
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
の
い
る
家

庭
な
ど
要
配
慮
者
へ
の
個
別
の
避
難
計

画
の
作
成
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
。

市
長　
①
災
害
対
策
本
部
お
よ
び
各
避

難
所
等
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
「
災

害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
指
定
等
に

関
す
る
協
定
」
を
結
ん
で
い
る
介
護
保

険
関
連
施
設
と
調
整
し
、
２
か
所
の
福

祉
避
難
所
を
設
置
し
４
名
の
方
を
受
け

入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
受

け
入
れ
先
の
施
設
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
十

分
な
対
策
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

②
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
等
の

地
区
の
方
々
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

の
協
力
を
得
て
作
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
向
上
の
た

め
、
一
般
企
業
へ
の
意
識
調
査
や
実
態

調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
実
施
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。  

市
長　
①
国
が
、
男
性
の
育
児
休
業
取

得
向
上
に
む
け
て
育
休
給
付
金
の
増
額

や
申
請
手
続
き
簡
素
化
の
検
討
を
開
始

し
た
と
の
こ
と
で
、
市
で
は
そ
の
動
向

を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

企
業
向
け
に
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
で

育
休
制
度
を
広
報
し
て
お
り
ま
す
。

②
市
と
し
ま
し
て
は
、
市
内
２
０
０
社

の
企
業
を
対
象
に
実
施
す
る
雇
用
動
向

調
査
に
合
わ
せ
て
、
男
性
の
育
児
休
業

を
含
め
た
実
施
状
況
調
査
を
行
う
予
定

で
あ
り
、
市
内
企
業
の
状
況
把
握
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も
達
に
少
人
数
学

級
の
実
現
を 

①
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
長
期
の
休

暇
や
短
い
夏
休
み
の
後
の
子
ど
も
の
変

化
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

②
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
豊
か
な
子
ど
も
の

発
達
を
保
障
す
る
た
め
、
少
人
数
学
級

へ
の
転
換
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。 

教
育
長　
①
体
調
不
良
が
増
え
た
学
校

は
２
校
、
休
み
よ
り
学
校
が
楽
し
い
と

回
答
し
た
学
校
は
約
半
数
で
し
た
。
欠

席
の
状
況
も
、
例
年
よ
り
減
っ
て
い
る

と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

②
密
改
善
に
は
少
人
数
学
級
編
制
は
、

有
効
な
手
立
て
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
を

７
月
豪
雨
災
害
の
避
難
状
況
と
今
後

の
課
題

楯岡特別支援学校寒河江校と一緒の高松小学校

太
田　
陽
子

　
　
　
議
員

月
光　
裕
晶

　
　
　
議
員

男性も育児休業の時代
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７
月
豪
雨
を
受
け
、
今
後
の
避
難
所

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
伺
う
。

①
昨
年
は
土
曜
日
、
今
回
は
平
日
の
開

設
で
あ
っ
た
が
、
平
日
で
あ
る
が
故
の

教
訓
事
項
等
は
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
当
然
減
少
す
る
で
あ
ろ

う
収
容
可
能
人
員
に
対
す
る
対
策
は
。

市
長　
①
地
域
に
お
い
て
高
齢
者
の
割

合
が
高
く
災
害
対
応
が
難
し
い
平
日
の

避
難
行
動
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

町
会
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
て
有

効
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
避
難
所
を
増
設
し
て
収
容
人
員
を
増

や
す
対
応
や
避
難
所
内
の
新
た
な
活
用

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
調
整
し
、

対
応
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

寒
河
江
市
立
病
院
の
現
状
お
よ
び
今

後
の
在
り
方

　
市
は
、
西
村
山
地
域
内
の
病
院
に
つ

い
て
、
市
立
病
院
と
県
立
河
北
病
院
の

統
合
を
軸
と
し
て
議
論
を
進
め
て
欲
し

い
と
県
に
要
望
し
た
。

　
西
村
山
地
域
の
病
院
の
再
編
・
統
合

に
つ
い
て
は
、
機
能
別
再
編
の
方
向
で

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
イ

メ
ー
ジ
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。 

市
長　
現
段
階
で
は
ま
だ
イ
メ
ー
ジ
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
決
ま
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
西
村
山
地
域
全
体
の
医
療

ニ
ー
ズ
の
現
状
を
調
査
し
、
将
来
必
要

と
考
え
ら
れ
る
病
床
数
や
診
療
科
な
ど

の
医
療
需
要
の
分
析
を
基
に
、
単
に
両

病
院
の
統
合
・
再
編
の
み
な
ら
ず
、
地

域
住
民
に
将
来
に
わ
た
っ
て
良
質
で
十

分
な
医
療
を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
県
を
含
め
西
村
山
１
市
４
町

で
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

避
難
所
の
円
滑
な
運
営
へ
の
取
り
組
み

　
飲
食
店
の
感
染
症
防
止
対
策
と
緊
急

支
援
を
切
望
す
る
声
が
多
い
。
特
に
、

駅
前
飲
食
店
は
長
期
自
粛
に
よ
り
売
上

の
落
ち
込
み
は
最
悪
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

市
内
か
ら
ネ
オ
ン
が
消
え
て
し
ま
う
。

経
営
安
定
の
た
め
の
追
加
支
援
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長　
飲
食
店
や
宿
泊
業
の
振
興
の
た

め
、
事
業
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
の
物
資
の
購

入
費
用
の
補
助
制
度
を
さ
ら
に
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
市
内
の
個
人
消
費
を
喚

起
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
の
実
施
に
向
け
た
補
正
予
算
を
計
上

し
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
食
業
関
係
者
の

方
々
が
企
画
す
る
自
主
的
な
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

自
転
車
保
険
加
入
義
務
化
と
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
へ
の
対
応
を

　
７
月
か
ら
自
転
車
保
険
の
加
入
が
義

務
化
さ
れ
た
が
、
本
県
の
加
入
率
は
全

国
ワ
ー
ス
ト
２
位
。
マ
ナ
ー
の
低
下
も

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
万
が
一
、
加
害

者
と
な
っ
た
場
合
、
裁
判
で
高
額
賠
償

請
求
を
命
じ
ら
れ
る
事
例
が
多
い
。
ま

た
、
示
談
交
渉
の
弁
護
士
費
用
が
全
て

自
己
負
担
と
な
る
。
保
険
加
入
促
進
の

対
応
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
か
。

市
長　
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市

自
転
車
活
用
推
進
計
画
（
自
転
車
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
計
画
）
の
策
定
や
自
転
車
関

連
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
、
自
転
車
を
通

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
し
進

め
て
い
る
観
点
や
、
県
と
も
連
動
し
て
、

市
民
の
方
が
自
転
車
事
故
の
な
い
「
安

全
、
安
心
」
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
、
万
が
一
の
事
故
へ
の
備

え
と
し
て
自
転
車
保
険
に
加
入
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
夜
の
ま
ち
」
の
活
性
化

に
向
け
た
さ
ら
な
る
緊
急
支
援
を

渡
邉　
賢
一

　
　
　
議
員

自転車実技講習でマナーアップ

倒木に堰き止められ川の水が自宅へ

伊
藤　
正
彦

　
　
　
議
員
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最
上
川
増
水
に
よ
り
、
内
川
樋
門
・

沼
川
樋
門
が
閉
め
ら
れ
強
制
排
水
が
行

わ
れ
る
が
そ
の
対
策
に
つ
い
て

①
内
川
水
門
が
閉
め
ら
れ
た
場
合
の
調

査
が
行
わ
れ
た
。
進
捗
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

②
ど
こ
で
も
移
動
可
能
な
、
排
水
ポ
ン

プ
車
の
導
入
や
排
水
機
場
建
設
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

③
沼
川
流
域
の
日
田
地
区
横
井
川
の
雨

水
排
水
工
事
が
始
ま
っ
た
。
工
事
の
進

捗
状
況
お
よ
び
終
了
目
標
は
。

④
近
年
の
豪
雨
に
よ
り
沼
川
の
雨
水
排

水
や
、
内
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
沼
川

排
水
機
場
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
最
大
能
力
を
引
き
出
す
た
め
の
、

排
水
機
整
備
、
雨
水
取
り
入
れ
口
付
近

整
備
の
充
実
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
①
こ
れ
ま
で
の
被
害
状
況
の
整

理
と
対
策
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
度
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
、
来
年
度

は
事
業
着
手
に
向
け
た
関
係
者
の
同
意

を
取
り
付
け
、
再
来
年
度
か
ら
着
手
が

　
つ
つ
じ
園
の
樹
勢
や
さ
く
ら
の
丘
の

園
路
等
、
こ
れ
以
上
劣
化
す
る
前
に
、

業
務
委
託
や
指
定
管
理
等
、
長
期
に
わ

た
っ
た
維
持
管
理
を
早
急
に
導
入
す
べ

き
で
は
。   

市
長　
さ
く
ら
の
丘
や
つ
つ
じ
園
は
、

数
年
か
け
て
樹
勢
を
元
に
戻
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
専
門
的
な

知
識
を
持
つ
事
業
者
等
が
、
状
況
に
応

じ
た
対
策
や
雑
草
の
伸
び
具
合
に
合
わ

せ
た
除
草
作
業
を
行
う
よ
う
な
や
り
方

が
重
要
と
考
え
ま
す
の
で
、
単
年
度
業

務
委
託
方
式
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
方
式
に
切
り
換
え
来
年
度
か
ら
実

施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
流
行
す

る
前
に
、
対
応
整
理
と
事
前
準
備
を

　
こ
れ
か
ら
秋
冬
と
、
風
邪
や
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る
時
期
に

な
り
、
発
熱
や
咳
な
ど
、
症
状
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
と
区
別
が
つ
き
に
く
く
、
家

庭
や
学
校
運
営
が
混
乱
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

②
そ
れ
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討

し
た
結
果
を
内
川
雨
水
対
策
協
議
会
の

中
で
議
論
し
、
方
向
性
を
見
出
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

③
昨
年
度
か
ら
、
日
田
地
区
の
横
井
川

か
ら
三
度
川
へ
の
バ
イ
パ
ス
工
事
を
実

施
し
て
お
り
、
終
了
後
、
宝
地
区
南
側

か
ら
サ
ガ
エ
ゴ
ル
フ
東
側
の
三
度
川
へ

の
バ
イ
パ
ス
を
順
次
整
備
し
、
令
和
５

年
度
を
完
了
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。 

④
沼
川
排
水
機
場
は
、
国
土
交
通
省
が

管
轄
し
て
お
り
ま
す
。
排
水
機
場
周
辺

の
整
備
や
ご
み
等
の
撤
去
、
取
り
入
れ

口
付
近
の
環
境
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
山
形
河
川
国
道
事
務
所

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

最
上
川
増
水
時
の
雨
水
排
水
に
よ
る

内
水
氾
濫
防
止
策
を

寒
河
江
公
園
へ
長
期
に
わ
た
っ
た
維

持
管
理
を
早
急
に
導
入
す
べ
き

阿
部　
清　

　
　
　
議
員

内川水門前の強制排水ポンプ設置作業

クズに覆われてしまった、さくらの丘の遊歩道

①
現
在
の
休
校
の
基
準
は
。

②
当
市
で
も
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
基
づ
く
小
中
学
生
１
人
１
台
Ｐ

Ｃ
を
現
在
準
備
中
だ
が
、
整
備
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。 

教
育
長　
①
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
注
意
・

警
戒
レ
ベ
ル
を
基
に
県
教
委
の
基
準
を

踏
ま
え
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
学

校
の
規
模
等
実
態
に
応
じ
て
感
染
防
止

と
教
育
の
両
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
９
月
中
に
業
者
を
決
定
し
、
２
月
上

旬
ま
で
全
児
童
生
徒
に
配
布
予
定
で
す
。

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
よ
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
実
際
に
授
業
で
活
用
し

研
究
と
研
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

後
藤
健
一
郎

　
　
　
議
員
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月
現
在
）で
あ
り
、中
心
部
は
本
よ
り
周

辺
部
で
は
大
変
な
地
区
が
あ
る
と
想
像

さ
れ
る
。
河
川
敷
公
園
等
の
管
理
体
制

と
当
局
の
実
態
調
査
お
よ
び
当
局
者
間

の
協
議
着
手
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　
今
年
度
の
山
形
県
市
長
会
の
議

題
に
「
地
域
と
共
同
の
河
川
維
持
管
理

の
継
続
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
」
の

提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
河
川
維
持
管

理
は
、
管
理
者
の
直
接
的
な
作
業
支
援

に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
負
担
軽
減
を

図
る
こ
と
が
趣
旨
で
あ
り
、
本
市
と
し

ま
し
て
も
意
見
に
同
意
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
際
に

実
情
を
お
聞
き
し
安
全
に
作
業
で
き
る

よ
う
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

荒
木　
春
吉

　
　
　
議
員

ただいま公園整備中

　
本
市
内
の
観
光
さ
く
ら
ん
ぼ
園
は
新

型
コ
ロ
ナ
流
行
に
よ
り
自
粛
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
た
。
団
体
客
は
来
園
不
可
で
も
、

個
人
客
は
少
な
か
ら
ず
来
園
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
今
夏
新
型
コ
ロ

ナ
禍
の
観
光
さ
く
ら
ん
ぼ
園
対
策
と
来

年
度
の
運
営
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　
本
市
の
観
光
の
顔
で
あ
る
さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
を
、
楽
し
ん
で
頂
け
な
か

っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
が
、
観
光
客
と

農
園
ス
タ
ッ
フ
の
感
染
リ
ス
ク
の
回
避

を
重
視
し
た
周
年
観
光
農
業
推
進
協
議

会
の
開
園
自
粛
の
決
断
は
や
む
を
得
な

い
対
応
だ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
来
シ
ー
ズ
ン
は
観
光
さ
く
ら
ん
ぼ
園

が
開
園
で
き
る
よ
う
周
年
観
光
農
業
推

進
協
議
会
と
連
携
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

河
川
敷
公
園
管
理 

　
毎
年
７
月
上
旬
「
き
れ
い
な
川
で
住

み
よ
い
ふ
る
さ
と
運
動
」
で
草
刈
り
や

ご
み
拾
い
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
市

の
高
齢
化
率
は
31・５
％（
令
和
２
年
４

観
光
さ
く
ら
ん
ぼ
園
対
策

― 令和２年度 議会報告会中止のお知らせ ―

市議会ホームページのご案内

　毎年開催しております議会報告会については、新型コロナウ
イルス感染症拡大の情勢に鑑み、御来場者等の健康面・安全面
を第一に考え、今年度の開催を中止いたします。何卒ご理解を
お願いいたします。

　10月１日より市議会ホームページのデザインをリ
ニューアルしました。当ホームページでは、イン
ターネットによる本会議および予算・決算特別委員
会のライブ中継、録画中継の配信を行っています。
また、本会議のほか、議会関係の会議予定や視察研
修報告等、いろんな議会活動の情報がホームページ
で確認できます。ぜひご利用ください。

h t t p s : / /www . c i t y . s a g a e .
yamagata.jp/shigikai/index.html

寒河江市議会 検索索
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山
形
県
は
比
較
的
災
害
が
少

な
い
地
域
で
あ
る
が
、
７
月
28

日
の
豪
雨
は
本
市
も
近
年
に
な

い
被
害
を
被
っ
た
。

　
私
の
地
元
で
あ
る
白
岩
地
区

は
中
山
間
地
で
、
大
小
含
め
１

２
６
カ
所
に
も
被
害
が
及
ん
だ
。

　
当
然
、
農
林
や
河
川
が
主
で

あ
り
、
各
町
会
長
・
地
域
の
維

持
管
理
者
・
市
当
局
と
巡
回
し
、

想
像
が
つ
か
な
い
ほ
ど
の
自
然

の
猛
威
を
感
じ
た
。

　
７
月
28
日
早
朝
、
市
は
災
害

本
部
を
立
ち
上
げ
避
難
所
も
17

カ
所
開
設
。
災
害
地
で
の
現
場

対
応
も
早
く
、
市
民
の
安
全
確

保
に
邁
進
し
て
下
さ
っ
た
市
当

局
に
感
謝
し
ま
す
。

　
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が
発

行
に
な
る
11
月
に
は
、
雪
の
多

い
白
岩
地
区
は
平
地
で
は
予
想

も
出
来
な
い
除
雪
の
シ
ー
ズ
ン

が
到
来
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
」
の
心
掛
け
を
教
訓
に
今

後
も
前
向
き
に
進
み
た
い
。

 

（
木
村
）

　
当
地
区
は
寒
河
江
市
の
南
に

位
置
し
、
落
ち
着
い
た
住
宅
地

で
農
家
の
多
い
地
域
で
す
。
今

年
は
コ
ロ
ナ
問
題
で
行
事
が
全

部
中
止
と
な
っ
た
の
で
、
昨
年

を
振
り
返
り
ま
す
。

　
７
月
に
班
対
抗
男
女
混
合
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
後

の
各
班
で
の
反
省
会
は
楽
し
み

で
す
。
８
月
に
地
区
の
観
音
堂

の
夜
祭
り
で
は
子
供
会
盆
踊
り

大
会
が
あ
り
老
い
も
若
き
も
一

つ
の
輪
に
な
り
ま
す
。
町
会
の

若
者
か
ら
は
い
ろ
ん
な
屋
台
を

出
店
し
て
も
ら
い
大
変
賑
や
か

で
す
。
11
月
に
芋
煮
会
を
開
き
、

誰
で
も
参
加
い
た
だ
き
、
今
後

の
町
会
の
こ
と
も
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
話
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

12
月
に
輪
投
大
会
開
催
、
七
十

数
名
の
参
加
。
上
位
入
賞
者
に

は
女
性
も
多
く
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
当
町
会
で
は
、
今
後
と
も
親

睦
と
融
和
を
目
的
と
し
て
老
若

男
女
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
事

業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
波
が
広
が
り
、

三
世
代
同
居
は
減
少
し
、
祖
父

母
と
の
会
話
は
も
と
よ
り
、
親

子
の
会
話
す
ら
減
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
一
方
、
小
学
生
の
放
課
後
遊

び
場
づ
く
り
や
、
公
民
館
で
の

大
人
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
、

以
前
と
は
異
な
っ
た
交
流
の
場

が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

従
来
家
庭
が
果
た
し
て
き
た
役

割
の
一
部
が
、
徐
々
に
地
域
の

役
割
に
移
行
し
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。

　
世
代
間
交
流
の
減
少
は
、
異

世
代
と
の
会
話
不
足
や
ふ
れ
あ

い
不
足
に
つ
な
が
り
、
周
り
の

人
へ
の
い
た
わ
り
や
思
い
や
り

の
欠
如
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
福
祉
に
厚
い
寒
河
江
市
」

が
、
世
代
間
交
流
の
有
効
性
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
今
後

と
も
、
老
若
男
女
が
笑
顔
で
集

え
る
地
域
づ
く
り
や
そ
の
地
域

に
合
っ
た
福
祉
教
育
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

柴
橋

大お
お
く
ま熊　

幸ゆ
き
お夫

さ
ん

  

（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

高
屋
１
町
会

今い
ま
い井　

隆た
か
ひ
ろ浩

さ
ん

町会ふれあい輪投大会の様子

令和２年第４回定例会の日程（予定）
11月11日㈬ 本会議（議案上程､説明）
    16日㈪ 本会議（一般質問）
    19日㈭ 本会議（一般質問）
    20日㈮  本会議（質疑）、予算特別委

員会､各委員会･分科会
    24日㈫ 各委員会･分科会
    27日㈮  予算特別委員会、本会議

（採決）

※ 今年の第４回定例会は、12月に寒河
江市長選挙が予定されている関係か
ら11月中の開催となります。
※いずれも午前９時30分から開会します｡
※ 日程は変更になる場合がありますので､
議会事務局(☎85-1899)にお問い合わ
せください。

■議会の傍聴について
　本会議等の傍聴については、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大状況により、ご
遠慮いただく場合があります。
　また、市議会ホームページでは、イン
ターネットによる本会議等のライブ中継、
録画中継の配信を行っていますので、ぜ
ひご覧ください。

■
発
行
　
寒
河
江
市
議
会
　
■
編
集
　
さ
が
え
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　

■
印
刷
　
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社
　
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


